
 

 

 

 

 

 

 

 

原子力空母はいらない! 
    母港化に反対する 10・14横須賀集会に 1800人 
 

  

10月 14日、横須賀市・ヴェルニー公園で、「原子力空母はいらない!母港化に反対する 10・14横須賀集

会」が開かれ、1800人が参加しました。「沖縄連帯!憲法改悪許すな!オスプレイ NO、爆音なくせ!原発ゼ

ロ!戦争法廃止、市民と野党の共闘で安倍政権退陣を!」の要求も掲げ、集会実行委員会の主催で行われま

した。 

  

松平晃さんのトランペットでのファンファーレでスタート。新婦人神奈川県本部の田中由美子会長のあ

いさつに続き、全労連の小田川義和議長が主催者あいさつ。「ここ横須賀も含め、日米安保の下で苦しみ、

１日も早い米軍基地の撤去を求める全国のたたかいを大きく励ました沖縄のたたかいの勝利を喜びあお

う。朝鮮半島の情勢変化の下で、なぜイージス・アショアが必要か、なぜ横田基地へのオスプレイ配備を

受け入れなければならないのか、なぜ、横須賀に原子力空母を置き続けなければならないのか、声を強め

る時ではないか。米軍基地撤去、原子力空母の母港化反対のたたかいと、安倍 9条改憲に反対し、憲法を

守り活かすたたかいは、メダルの表裏。臨時国会にも安倍改憲のたたき台を国会提示しようとする動きを
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はね返すため、安倍 9条改憲 NOの 3000

万人統一署名の取り組み、いまこそ強め

よう。来年夏の参議院選挙にむけ、この

課題を一大争点に押し上げ、市民と野党

の共闘をさらに本格化させ、安倍政治に

変わる立憲主義の政治実現にむけたたか

いを進めよう」と呼びかけました。 

 安保破棄沖縄統一連の中村司代表幹事

が「沖縄からの連帯あいさつ」を行いま

した。はじめに全国からの支援に対し謝

辞を述べ、自民党が幹部を投入し企業を

締め付けていたことに対し、40人の企業家が「辺野古新基地建設反対、建白書を守れ」立ち上がっていた

ことを紹介。「来年は、一斉地方選挙、参議院選挙と続く。市民と野党の共闘、スクラムを組んで、オール

日本でのたたかいで、平和・民主主義、地方自治を実現させよう」と呼びかけました。 

 住民投票を成功させる会の呉東正彦共同代表が連帯あいさつ。「東日本大震災で福島の原発がストップし

たが、首都圏の入り口でアメリカの原子力空母が動き続けている。地震・津波が起きたら大事故につなが

る。1万のアンケートに取り組んだが、安全性を懸念する声が聞かれた。原発と同じように危険であるこ

とを知ってもらうことが重要だ」と訴えました。 

 リレートークでは 4人が訴え。オスプレイ反対東京連絡会の岸本正人事務局長は「10月 1日、横田基地

にオスプレイが配備され、反対集会を行った。メインゲート前で 2時間のスタンディング。10月 27日に

多摩川河川敷で集会をする」と発言しました。 

 集会アピール採択に続き、「原子力空母いらない!」「安倍９条改憲 NO!」のプラカードを掲げパフォーマ

ンス・コール。集会後、京急・横須賀中央駅付近までデモ行進を行いアピールしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊当面の行動＊ 

■10月 19日（金）18：30～ 10月の「19日行動」 衆議院第 2議員会館前 

■10月 24日（水）12:00～13:00（予定）臨時国会開会日行動 

 国会議員会館前 

■10月 24日（水）14:00～15:30 国連 軍縮行動デー宣伝 新宿駅西口 

■10月 29日（月）18:30～20:30  憲法共同センター第５回総会 

全労連会館 2階ホール 

■11月３日（土・祝）13：30～15：30 

 「止めよう！改憲発議－この憲法で未来をつくる 11・3国会前大行動－」 

国会正門前・南庭・北庭など (憲法共同センターは図書館前) 

■11月４日（日）10：30－16：00 憲法共同センター学習交流集会 

 全日通霞が関ビル８階 大会議室Ｂ 東京メトロ 銀座線 『虎ノ門駅』 5・6・11番出口より 

徒歩 5分、千代田線 ・ 日比谷線 『霞ケ関駅』 A13番出口より 徒歩 8分、丸ノ内線 『国会議事堂前

駅』 2・4番出口より 徒歩 8分 

 ＊講演 五十嵐 仁氏 ＊国会報告・吉良よし子参議院議員 

 →http://www.kyodo-center.jp/wp-ntent/uploads/2018/10/181104chirashi.pdf 

■11月 9日（金）12:00～13:00 「9の日」行動 


